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ζ
と
し
二
回
沼
田
市
語
会
話
時
金
は
、
支
月
二
干
八
日
議
事
堂
に
開
会
、
市
税
索
開
白
一
部
改
正
、
陸
自
問
賓

の
敏
ぃ
亦
b
仁
と
も
な
主
同
国
間
同
瞳
緩
慢
酷
税
条
例
の
一
部
改
正
申
告
を
審
議
、
と
れ
を
可
決
し
た
。
ま
た
、
任

期
満

γと
な
っ
た
霊
童
芸
員
会
の
改
選
を
行
な
っ
た
あ
と
、
定
副
議
長
の
串
喪
主
加
盟
、
霊
に
よ

っ
て
新
議
妄
に
藤
田
町
俊
輔
、
副
議
官
担
に
小
清
水
思
葺
両
市
議
争
選
出
し
た
ー
ま
た
、
追
加
議
索
で
議
会
田
議

員
四
な
か
か
白
選
任
す
る
監
査
委
員
に
前
出
諦
駕
市
議
砕
選
在
し
た
。
今
議
会
の
あ
ら
ま
し
次
の
と
お
0
.

閣
委
員
長
宮
代
長
訳
、
委
員
和
田
E

荷
、
片
品
盟
常
夫
、
山
田
忠
治
1

加
藤

曲
、
山
鴨
居
雄
、
久
保
田
和
夫
e

マ
稜
韓
常
援
護
・
委
員
長
土
璽
照
久
、

部
委
員
長
田
由
四
郎
、
委
員
角
田
w鎮

静
明
寓
国
酔
太
郎
、
宮
川
啓
介
、

菅
実
、
岩
団
長
様
、
内
挿
敬
一
、

野
磁
雄
e

マ
建
設
常
語
蚕
・
委
員
r
p
d
相
原
一
郎
、

劉
番
員
長
水
島
英
躍
、
重
両
同
小
清
水

思
輯
小
川
話
回
昔
、
簡
橋
男
、
盤
情
寵

雄
、
関
困
惑
一
、
参
乏
百
車
、

EPM川

武
夫

門
市
監
牽
査
一
揖
〕
前
問
晶
正
出
。

マ
情
暫
擦
防
平
時
岬
市
教
育
組
合
議
室

委
員
山
崎
昌
雄
]
土
霞
照
久
。

マ
壷
田
川
水
害
予
間
組
合
盟
関
空
諦
踊
間

署
員
小
川
房
士
問
。

V
一
巾
税
長
岡
聞
の
一
一
制
改
正
@
四
月
に
成

立
し
た
地
方
閣
法
の
一
部
改
正
に
も

と
づ
〈
も
め
で
、
往
毘
税
白
大
幅
な

棋
税
炉
内
容
。
住
民
租
白
改
正
に
づ

い
て
の
第
一
は
、
幅
人
住
民
税
の
諜

朝
日
輸
低
限
の
引
苧
説
明
、
基
礎
控

除
議
、
夜
間
者
控
除
額
、
挟
聾
控
除

額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
一
万
円
引
き
王
げ

た
。
第
一
一
は
、
事
薬
害
従
者
押
除
額

四
引
き
ょ
げ
で
、
中
小
事
業
者
の
説

マ
iZ君嬰

j警警護
しとの

14空襲
芸文正

• - E豆
六部腎
同補強

前期霊主査愛車竜

の
保
関
税
の
副
会
主
げ
が
み
百
犠
な
く

さ
れ
な
も
の
で
、

ζ
白
説
翠
白
改
正

と
今
回
の
地
方
税
話
、
描
行
令
の
一

部
改
正
に
と
も
な
う
葺
例
の
改
廷
で

品る。
門
税
率
の
政
E
〕
(
〉
内
は
改
正

前
②
所
揮
部
・
課
租
標
準
由
百
円
刀
の

}
・
六
(
百
円
円
の
一
エ
一
一
〉

①
資
産
割
・
間
宅
長
援
税
の
百
円
刀
の

ニ
ハ
〈
冨
努
の
一
一
且
V

:~;l:!;T週

古
都
市
計
世
田
部
下
水
道
課
で
は
、
昭
一
る
。
一
方
向
の
限
度
柄
、
無
利
息
ニ
十
か
月
遅
揖

和
四
十
一
一
一
年
度
に
必
共
下
水
道
工
事
の
一
奇
麗
の
供
用
開
始
は
、
当
面
、
ふ
ろ
一
の
融
腎
在
符
な
っ
て
い
る
の
で
、
と
剰

完
成
し
た
室
町
の
全
輔
、
老
松
町
と
馬
…
わ
台
所
か
ら
の
雑
排
水
に
限
ら
れ
る
も
一
間
を
i
o

入
の
一
部
に
つ
い
て
、
本
缶
七
月
一
日
一
の
だ
判
、
近
い
持
来
は
水
揖
便
所
の
謙
一
な
柏
、
く
わ
し
く
は
、
市
の
品
抽
出
血
エ

か
ら
供
用
在
鴎
蛤
す
る
と
発
表
し
た
。
一
し
え
れ
に
も
使
う
乙
と
に
な
る
の
で
、
一

1
1
1
I
l
l
i
t
-
-
1
1
1
1
1
1

今
回
の
併
用
開
植
は
、
上
怒
。
制
綿
一
汚
水
ま
す
の
接
購
工
事
は
、
完
全
な
も
一

'i

白

星

ニ

プ

九

九

ヘ

ク

タ

ー

ル

高

一

の

で

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

一

日

~

君

事

救

語

読

書
事
制
対
象
と
な
る
。
一
こ
の
た
め
、
下
水
道
課
で
は
、
一
一
一
十
一
品
別
事
暗
闇
翁
選
対
怯

ζ
の
繁
需
は
、
六
月
十
六
日
か
一
七
的
専
門
エ
喜
〈
広
報
紙
一
月
号
掲
一
号
向
陥
問
問
、
紗
抑
制

ら
こ
潟
閥
、
下
水
道
課
で
一
般
に
縦
覧
一
語
)
者
指
定
し
、
こ
の
工
事
百
以
外
で
一

す
る
。
供
用
料
開
始
さ
れ
た
区
域
率
五
、
工
事
で
き
な
い
主
に
な
っ
で
い
一
劃
制
覇
羽
罫
創
習
で

家
庭
で
は
、
い
ま
ま
で
道
路
間
溝
正
統
一
る
の
で
、
議
し
で
ほ
し
い
と
い
つ
で
一
ほ
し
い
。
円
強
琵
-
一
七

σ
O内
醸

し

て

い

た

雑

排

水

は

一

白

以

内

に

必

ら

一

い

る

。

一

~

一

四

一

一

血

)

T会
共
汚
水
ま
す
に
接
続
し
て
、
本
格
一
ま
た
、
…
排
水
設
捕
に
か
か
る
費
用
は
一

前
下
拭
遂
に
摘
し
て
も
ら
う
ζ
と
に
な
一
約
一
一

t
一
一
一
万
円
穏
度
と
唱
え
ら
れ
二
一
一
一

門
市
議

A

留
守
護
一
見
需
を
滋
出
〕
法
、
そ
の
的
に
よ
D
浬
清
実
施
さ
れ
て
お
担
、
韻
に
遺
憾
で
み
る
.

五
月
臨
時
金
で
『
珂
重
手
当
恥
岸
町
て
い
る
。
よ
っ
て
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
将

阜
期
実
現
に
関
す
る
意
見
書
』
が
設
し
か
し
な
が
ら
1

次
の
時
代
を
に
東
白
わ
が
国
の
繁
栄
の
基
盤
在
確
認

選
朗
自
文
敬
一
茂
子
?
常
任
番
員
会
八
世
一
一
員
な
吉
児
建
全
曜
会
に
育
成
し
、
そ
の
す
る

rJ自
に
、
早
急
に
児
暗
塁
手
当
白

か
ら
一
提
出
さ
れ
、
議
決
り
2
一
兄
、
調
福
祉
伊
保
障
す
る
一
た
め
に
必
要
な
児
同
一
反
Jfx設
け
ら
れ
、
も
っ
て
、
福
祉

掠

大

阪

へ

一

喪

・

・

5

j

j

i

-

-

j

i

l

国
家
白
建
設

望

号

畑

山

ん

童

手

当

翻

震

実

現

を

仁

万

全

員

ζ
と

に

な

っ

一

-

ー

す

る

よ

百

台

円

た
。
こ
の
決
議
は
内
関
経
理
大
臣
、
翠
手
当
爾
度
は
、
諸
外
国
に
お
い
て
照
明
望
す
司
令
以
上
-
地
方
自
治
法

大
叩
聞
大
豆
、
軍
生
大
臣
i

自
治
大
起
す
で
に
社
会
探
障
由
一
環
と
し
て
一
実
第
九
十
九
突
第
二
項
の
規
定
に
よ
白

あ
て
送
付
さ
れ
た
。
施
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
子
、
高
」
昆
蓄
を
援
問
ず
る
g

×

×

×

認

証

宮

家

を

め

茸

す

わ

が

阿

国

に

お

い

配
布
判
年
5
月

mw口
平
山
脇
市
議
合

わ
が
国
百
児
証
福
祉
は
、
児
支
揮
て
、
い
ま
だ
翼
施
古
説
て
い
な
い
こ

章
の
漣
念
に
の
っ
と
白
、
児
童
福
祉
と
は
、
前
部
の
一
M
見
書
で
も
栴
吋
惜
し
×



ろ
う
が
不
嵐
議
で
な
h
な
い
。
と
れ
通
し
て
の
P
R
v
h泌
が
必
要
で
あ
る
九
年
八
月

tz一
一
日
立
あ
っ
た
。
さ
け
さ
せ
る
諮
問
由
民
躍
と
弔
え
ら

F
同
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
い
て
、
非

が
全
面
的
義
と
し
て
ふ
ら
れ
る
の
「
ま
ち
ぐ
る
み
の
大
器
一
は
、
と
三
が
、
乙
れ
に
は
ご
つ
の
括
れ
る
も
の
で
あ
る
。
喜
市
民
の
立
常
に
う
れ
し
く
感
じ
ま
し
た
。
ム

は
大
変
江
汐
か
わ
し
い
。
者
教
二
手
を
一
予
定
し
て
い
る
が
、
廿
件
が
陸
運
島
か
ら
附
せ
ら
れ
て
い
埠
か
岳
み
れ
ば
、
こ
れ
ら
む
舟
件
は
分
以
上
お
持
ち
の
方
は
、
同
凶
聞
こ
さ

当
日
わ
た
く
主
出
動
し
て
、
駅
民
の
み
な
え
ま
よ
い
街
づ
く
た
。
納
得
し
が
た
い
患
が
あ
る
。
き
い
そ
く
し
て
下
さ
い

LFV4F

前
出
清
掃
に
、
中
地
方
事
工
務
所
長
、

b
の
た
め
に
も
訣
躍
や
お
府
や
工
為
一
つ
は
也
岳
町
」
国
主
同
む
沼
市
域
内
で
議
会
と
も
拐
誠
の
上
!
こ
の
わ
く
と
、
事
務
処
揮
の
槌
玄
向
上
に
鮪
封

市
議
会
議
長
、
駅
長
芝
、
ガ
1
ん
の
周
辺
重
ん
で
き
れ
い
に
し
て
い
の
治
会
五
フ
畑
一
語
、
往
還
談
話
の
撤
轄
を
一
望
し
て
、
東
京
陸
連
諸
の
露
骨
乙
持
っ
て
お
ら
れ
る
し
、
ま

ス
カ
ロ
ト
そ
の
惜
の
方
々
と
と
も
に
〉
〉
〉
〉
〉
〉
¥
〈
〈
〈
〈
〈
〈
〆
〉
〉
〉
〉
〉
〉
、
〈
く
く
〆
ご
暗
主
主
〈
D
か
え
し
お
乙
な
っ
た
寓
酔
手
ぎ
わ
よ
く
古
ぼ
け
て
い
る

子
群
づ
れ
の
掠
族
、
若
い
男
女
青
年
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
い
っ
し
ょ
に
溝
路
を
清
掃
す
る
加
藤
市
z

t

u

o

よ
ヨ
で
、
印
鑑
証
明
を
も
ら
い
に
行

グ
ル
ー
プ
た
ち
で
温
雑
し
て
い
る
中
ゐ
平
捕
駅
東
聞
の
畳
間
民
地
下
道
で
そ
の
結
果
、
と
と
し
の
三
月
十
四

一22
就

J

議
謹
襲
聾
費
携
謹
鏑
覇
顎
議
襲
轟
覇
覇
覇
語

6γ

潟

h

つ
た
わ
た
く
し
も
、
す
ぐ
ず
み
ま
し

を空「む

Eめん
全
丈
だ
雪JさC
い
と
」
と
主
長
主
伊
を
主
』
あ
あ
か
義
織
襲
緩
奪
緩
蓬
綴
露
綴
麗
鱗
譲
繍
欝
鱗
饗
鱗
齢
欝
鱗
鶴
欝
麟
麟
襲
麟
合

:rJ

鱗
欝
麟
警
鋪
譲
麟
鱒
欝
鶴
撃
麟
覇
麟
鱒
饗
鱗
で7〉

で

翠

れ

‘

市

5内塁全域雪の笠一市霊訂逗暴毘需が、自富E由
居
に
一
7Jζゑ
れ
誌
か
ふ
ら
白
一
も
も
、
も
ミ
つ
と
言
明
雪
る
い
=ふ

雪

脅

j議
鱗
譲
鱗
鱒
離
麟
鱗
盤
麟
;
¥
ソ
)2Jivp
吋
議
利
用
で
き
よ
つ
に
な
っ
た
白
で
あ
ん
い
吉
田
富
市
と
な
ま
え
い

き

一

を

一

番

織

機

購

鱗

麟

難

麟

h
v
J
¥川
{
織
る
当
伐
の
寸
な
が
ら
、
市
民
と
ろ
い
ろ
な
函
に
お
い

γ震
え

ず
一
心
五
議
離
鱗

ι一一一一計一説詩計十一
Z
一
日
日
程
ー

い

一

関

一

の

i
一

議

麟

麟

欝

鱗

額

一

二

r
b
J
V
P
J
d
v山
内
へ
白
)
市
警
亡
く
な
己
れ
た
吉
対
新
閣
の
苦
構
欄
に
よ
ノ
必
て
い
る

れ
一
も
一
謝
議
鶏
麟
鱗
ア
ム
¥
J
I
一一国一一一
u
r
諒
持
品
川
説
心
れ
い
休
日
許
諾

れ

一

記

一

感

v

露

関

川

¥

一

三

一

二

一

一

三

?

を

一

!

?

書

い

た

と

ろ

、

意

外

に

早

急

が

す

ま

E

Z
3
1
i
j化
一

へ

方

議

瞬

静

ハ

…

議

機

議

封

史

れ

て

蓄

に

お

る

こ

と

を

;

闘

で

3
空

白
ト
注
射
刊
誌
子
薬
一
務
長
繁
蕗
麓

λ
ト
鞍
韓
民
主
計
三
日
目
立
」

に

帯

電

っ

て

白

書

室

哲

人

一

の

一

事

時

流

尚

北

海

:

鱗

毛

3ι

品

、

で

あ

る

。

己

れ

は

つ

れ

し

い

一

室

の

投

書

周

回

の

清

掃

を

ロ

一

十

分

簡

や

っ

て

い

主

主

一

口

議

幾

重

議

議

護

憲

口

た

く

し

同

市

民

の

警

な

死

で

あ

る

。

し

か

も

市

役

所

露

口

事

主
将
訳
出
一
一
戸
一
窓
穣
藤
議
議
麟
ダ
日
訪
れ
担
当
日
誌
は

潟

」

宍

五

万

十

八

日

白

白

曜

の

朝

い

わ

ぷ

察

幹

畿

藤

監

段

訴

訟

静

夜

襲

馨

邑

斎

場

、

-

一

市

首

納

骨

堂

、

喜

時

聞

記

開

に

設

け

て

あ

る

ア

イ

デ

ア

ポ

y

九
時
を
一
期
し

τ行
な

っ

た

。

;

三

議

議

欝

議

議

欝

畿

機

撃

墾

欝

饗

議

概

脚

(

公

開

講

)

白

重

量

極

的

に

ク

ス

に

討

せ

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

。

望
〈
佳
ま
い
ま
ち
づ
く
り
を
け
な
買
わ
た
く
し
は
出
札
口
、
争
奪
嚢

3
3
2警ミ
…

す

す

め

だ

い

。

ア

イ

デ

ア

ボ

ッ

ク

ス

は

、

夏

め
室
主
餐
花
最
高
間
は
、
過
去
七
年
路
改
札
口
、
究
活
、
便
所
、
地

τ道
周
と
う
で
は
あ
D
ま
せ
ん
か
。
の
適
用
を
受
げ
て
葬
祭
を
営
打
畠
体

X

に
足
在
選
ぼ
れ
る
市
箆
が
、
気
軒
に

市
内
各
地
ほ
の
英
記
推
題
委
員
会
の
辺
な
と
、
ふ
だ
ん
持
ち
っ
け
な
い
竹
×
モ
の
他
湾
質
割
引
の
周
帰
宅
受
け
る
「
わ
た
く
し
、
た
ま
に
し
か
市
役
市
に
対
し
て
昔
情
や
意
見
や
提
誌
な

己
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な
帯
を
に
ぎ
つ
プ
議
掃
に
あ
止
っ
た
@
市
民
の
住
活
波
善
の
上
が
ら
も
、
選
俸
に
限
る
こ
と
。
そ
の
二
は
、
市
所
へ
は
行
き
ま
せ
ん
が
、
職
員
の
官
官
主
翠
吋
せ
て
い
た
だ
く
た
め
の
ポ
ツ

か
市
民
一
人
一
人
に
ま
で
吃
看
し
て
一
一
一
十
分
能
に
は
、
た
ば
こ
の
限
い
弾
祭
の
経
蜜
を
辞
減
し
た
い
臨
い
か
長
が
定
め
る
標
準
諦
儀
(
需
品
理
一
一
段
亨
ん
の
応
指
の
よ
也
、
は
、
よ
く
官
欄
ク
ス
で
あ
吾
.
わ
た
く
し
た
ち
は
こ

い
か
な
い
な
や
み
が
あ
る
。
が
ら
一
つ
な
い
き
れ
い
な
一
駅
前
周
辺
、
b
、
わ
た
く
し
は
市
長
就
任
問
も
な
か
さ
り
一
式
で
一
万
五
千
円
以
下
)
投
書
欄
な
ど
に
出
て
い
る
、
お
役
人
れ
ら
の
投
書
在
吸
い
あ
げ
、
行
政
に

元
来
宮
本
人
は
き
れ
い
ず
さ
で
あ
と
な
っ
た
が
、
わ
た
く
し
の
心
も
向
い
昭
和
三
十
八
配
七
月
に
、
市
叫
宮
市
出
老
行
な
う
一
も
の
に
限
る
と
い
ヨ
こ
と
に
対
す
る
育
問
を
U

吐
い
た
く
な
る
ほ
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
D
、
行
政
へ

担
、
わ
が
家
の
震
に
は
熱
心
で
あ
か
す
が
す
が
し
い
気
が
み
な
さ
っ
て
き
ゅ
う
白
書
白
出
事
を
し
た
。
東
で
あ
っ
た
@
芸
子
。
の
市
民
母
加
の
意
欲
を
認
め
た
い
と

る
が
、
戸
外
に
対
し
て
は
義
否
無
関
き
た
勾
京
陸
運
居
か
ら
免
許
が
お
D
デ
¥
業
し
か
し
な
が
ら
、
乙
の
宍
可
莱
件
と
く
は
年
輩
白
女
の
か
た

t
E、
お
も
っ
て
い
る
。

心
で
あ
る
り
は
、
ど

P
レ
た
わ
認
ん
と
れ
か
告
の
謹
一
化
運
動
は
実
践
し
を
務
開
始
か
で
き
た
の
は
、
昭
和
一
一
一
十
は
、
多
分
に
民
間
開
業
者
と
由
競
合
を
若
い
わ
た
く
し
只
揖
身
に
な
っ
て
縁
組
呂
田
@
穴
ニ
}

cp";長 .J別立案一太郎 (50回〉

韓いま住んている住所生患と、

住畏萱錯しである性街地が異

なる人{立、現役所地に畳語が

えをして〈たeさい。

関投票は、性毘畳録のしであ

る伎所地田投票所て投票する

ニとになリます。

覇性毘畳語Lてない人は、現

世萱錯してある常番I村から転

出証明をと1人登録者…ー

盟選挙人名諸に量録してい品:

U人{主、前倒閣から司名薄

田畳録・来呈錦町E正明をと I)

畳銭ヒ τ くださ~'.0 



市
経
緯
部
贋
箆
議
で
は
、

と
と
し
も
ア
メ
リ
カ
ジ
ロ
ヒ

ノ

ト
ロ
緊
急
防
除
対
策
協
輯
会

を
設
幡
町
大
量
白
融
制
生
を
予

想
し
で
、
徴
出
向
し
た
紛
除
を

件
な
吉
と
発
表
し
た
.
ア
メ

口
一
刀
ジ
ロ
ヒ
ト
H
は
六
月
は

巴
め
か
ら
油
虫
に
な
位
、
拍

日
号
ら
い
で
成
虫
と
な
b
木

全
惨
む
ろ
が
っ
て
続
空
費

い
荒
ら
す
大
離
で
あ
る
@

い
ま
の
時
期
が
mw除
に
は

最
適
で
、
小
枝
む
と
切
D
と

ち
て
輯
す
申
が
一
番
よ
い
方

絞
i
あ
な
た
の
境
目
プ
ラ
タ

ナ
ス
、
ポ
プ
ラ
、
か
き
、
梅

め
京
を
ζ
白
十
点
離
か
ら
守
る

&っ.

なたが所属している青年団体を主主録しよう

φ登録してあると
戸 占 ①者少年脊成用兵{キャンプF君子ント、キャンプ

用具ーまた、 16υ秩写機、携帯メガホン、レ。コー

ド、プレーヤー、レコードなど)の優先貸付け。

②膏'';p-1芋鍵全育成施設{膏少年ゲJ~ーブいニいの

家、資少年キャンプ場など)め優先利鶏c

③青少年育成活動指導者派遣事重量{教護を葱める

学習などをするときのま韓筒謝礼の補助なと〉の

優先補助がある。

、合わせは
-:Ç~ももえば、

心
身
障

害
者
に
福
音

と
の
ほ
ど
、
神
糸
川
押
で
は
社
品
一
一
一
的

症

す

る

。

た

ち

の

理

想

で

あ

る

。

退
治
を
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
発
極
所
に
ほ
吸
取
口
の
ふ
た
を
き
っ

霊
の
中
で
も
毎
雪
藤
升
レ
た
長
所
に
車
産
め
な
い
よ
う
に
，
ち
の
し
、
強
に
金
網
量
っ
て
坊
を

。
ひ
ろ
め
た
一
の
し
て
、
わ
水
レ
た
ち
す
る
環
律
的
駆
体
内
と
発
生

υた
答
虫
段
み
に
労
定
は
交
が
申
に
入
ら
な
い

の
憧
慢
に
筈
を
あ
た
r
え
る
虫
、
乙
れ
に
蔀
黙
を
散
布
し
で
殺
す
ζ
と
や
宇
ょ
っ
に
梗
ワ
ぼ
に
乳
制
を
散
布
す

が
南
生
害
虫
で
あ
る
。
身
近
か
な
暗
防
的
に
灘
剤
を
散
布
し
て
害
虫
が
住
品
。
床
下
に
は
蚊
が
ひ
モ
ま
な
い
よ

生
害
虫
に
は
臨
@
は
え
e
ゴ
キ
ア
ロ
ま
な
い
よ
r
つ
に
す
る
補
向
的
な
謂
剤
う
に
粉
剤
を
散
布
し
て
お
く
と
か
、

・

4
7イ
エ
ダ
に
よ
る
盤
整
ニ
過
の
が
あ
位
、
損
下
水
@
毒
・
な
が
し
な
と
は
さ

一7
南
涙
一
虫
な
ど
(
そ
の

1

)

t

h

'

o

b

h

s

-

F

P

そ
う
り
し
て

た

く

さ

会

霊

辛

子

に

払

そ

む

按

水

炉

流

れ

る

霊
互
選
に
危
一

1
1
1
1
1

引
当

i

j

ょ
っ
に
し
、

害

事

え

て

い

る

一

銑

‘

一

帯

生

響

虫

理

詰

告

会

ぴ

わ

け

で

、

重

に

一

勾

ア

一

ん

さ

ん

は

よ
る
不
快
感
を
な
一
¥
-
一
剤
に
よ
る
駆
除
で
は
人
間
に
答
申
与
語
た
ま
ら
な
右
足
胎
宋
ず
る

〈

す

だ

け

で

な

一

九

二

え

な

い

幼

号

2
ち
に
通
治
す
る
こ

E
g白
撃

を

号
ζ
と
に
な

く
、
わ
た
し
た
ち

i
i
I
l
l
i
-
-
!

と
が
も
っ
と
も
劫
東
凶
な
駆
除
の
万
る
。
醤
舎
は
常
に
祷
世
間
し
、
ふ
ん
援

事
量
産
者
守
る
た
め
に
腎
霊
法
で
君
。
い
ず
れ
に
し
て
も
家
自
由
処
理
に
は
よ
と
封
を
つ
け
る
憲

治
は
火
切
な
こ
と
で
あ
る
。
内
外
を
清
掃
Y
Uで
溝
鞘
な
tz
活
を
営
ま
わ
り
の
雑
草
は
除
去
γυ

害
尽
か
窃

需
生
相
官
虫
は
F
水
・
便
所
・
町
内
下
・
む
よ
ー
フ
に
努
力
す
る
ζ
と
が
環
境
開
め
な
い
よ
う
に
す
る
，
む
み
は
、
-

畜
脅
・
ポ
た
ま
D
-
な
み
拾
揚
な
ど
生
と
時
ば
れ
る
も
の
で
轡
虫
の
い
な
定
の
笹
山
間
に
入
内
は
え
が
た
か
ら

多
え
は
人
閣
が
喧
っ
た
場
所
か
ら
発
い
暁
適
な
生
前
月
埼
造
り
が
わ
た
し
な
い
よ
う
に
す
る
。

7/17日市民セシター
開演・ 13善寺30分
関入場無料(ただし25才朱溝の宵少年}

綴申 L;z，み・ 8月末罰までに常膏少年聾

曹或#まで捨彊はがきに毘名、車量殺、年令を明記町こと



グ

今

テ
レ
ビ
の
公
開
開

銀
頭
本
決
ま

υ

テ
レ
ピ
の
公
開
銀
関
も
、
日
本
一
ナ
レ

ピ
M

ど
ん
と
こ
い
天
才
H
T
B
5
7レ

ピ
H

ヒ
ッ
ト
中
継
車
ぬ
1
u
が
決
っ
て

い
}
O
。

ま
た
、
全
国
民
品
お
ど
り
市
中
パ
レ

50万以下は金醸

豊富中小企接近代化設嫌資金利子補助制度

。
平
底
七
夕
去
っ
h
u
巽
符
一
番
員
会
議
長
加
勝
市
長
〉
は
二
平
日
後
に
せ
ま
っ
た
、
七
夕
ま
つ
り
O

O
〈
会
福
七
月
四
日
i
八
日
〉
を
吉
本
}
部
大
な
も
の
に
す
る
た
め
、
関
錦
方
舗
と
四
時
耕
的
な
揖
Q

O
捗
・
準
舗
に
は
い
担
、
あ
め
た
だ
じ
い
勧
告
を
見
せ
で
い
る
。
六
月
は
じ
め
に
は
松
竹
ス
タ
l
・
O

Q
護
世
子
、
果
話
醤
さ
ん
が
ミ
一
主
M
Yに
き
ま
っ
た
の
を
は
じ
め
、
五
日
間
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
ほ
0

0
ほ
か
た
ま
白
、

7
3九
六
月
申
円
聞
か
皇
国
銑
事
」
各
観
に
事
前
賢
伝
に
の
り
だ
し
て
ま
え
輯
忽
O

O
F£
お

っ

て

い

る

@

。
ロ
グ
ラ
ム

側
一
一

ム

盟

遊

山

中

市

レ

中

地

み

糊

ル

一

一

ア

茶

棚

臨

時

川

一

三

山

蜘

ト

一

グ

一

γ

一

選

ト

(

ヒ

シ

だ

)

ン

一

コ
一
一
ク
滋

y

ド

「

ス

し

樟

口

一

冗
一
、
J

平

ベ

」

}

麗

ヤ

い

(

掘

現

一

つ
一
一
コ

l
y

レ
ム
出
器
野
夫

Y
夜

一

・4
J

盟

自

擢

ラ

て

協

問

問

小

事

U

B

一

日
川
一
一
節
行
ト
中
ジ
公
会
構
ミ
銃
一

f

d

一
一
竹
い
学
市

g
E
司

俊

一

竹

一

宮

出

り

と

大

ド

D

U
レ

j

ト

カ

り

一

月

C

盟
つ
ま
子

}
E
一
テ

1
ス

ッ

つ

一

タ

盟

法

D
女

ヤ

お

a
S
晶

ゲ

D
法

一

む盟
f
灘
浜
パ
認

D
自
車
子
供
。
J

査
一

u
u
r
七

木

京

中

震

ク

T
継
総
提
七
謹
一

空
M
J川
円
山

i
一
山

e

B

〈
金
)

o 



スポーツ審議会委員
数脊長
教委総務課長
教委学校教育課長
教委指導室長
教 委社会教育課長
教望書体育課長
教委 総務課

朝食収デさん

内藤~夕立さん

氏
八
失
補
問
t車
問
問
刀
計
柏
崎
臨

縮
刷
文
中
山

らつか

草亀

向
同
や
剖
育
し
た
今
弘
し
な
い
の
で
、

ζ
ど
も
は
切
ら
れ
る
と
ど
も
の
心
苦
大
切
に
し
て
取
り

り
、
草
花
を
宵
た
花
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
患
っ
た
ら
し
扱
う
よ
ろ
指
噂
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
じ
い
。

て
た
り
し
な
が
〈
「
な
ぜ
切
っ
て
し
ま
う
の
」
と
私
広
た
一
方
、
自
語
学
の
閣
で
は
一
、
も
由
〈
む

ち
、
敬
躍
(
け
間
ぐ
。
幼
稚
閣
の
教
え
方
と
酷
っ
た
説
と
し
て
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
持
獲
情
時
、

い
け
ん
)
な
長
;
〈
ー
:
続
が
あ
る
の
で
、
強
制
の
指
嘩
骨
髄
広
が
で
き
る
よ
再
添
樽
つ

持
ち
を
閉
山
で
平
一
私
一
齢
機
縁
数

F

は
細
か
い
仲
間
窓
一
日
記
さ
れ
て
い
る
。
は
な
い
ん
だ
か
ι
?
2
9

げ

と

め

さ

せ

る

露

襲

鹿

野

ι
鞍

霊

童

話

や

き

君

!

と

ろ

の

務

よ
う
な
と
と
も
ん
勺
輯
輔
輯
輯
臨
機
輯
懇
嘩
議
輯
欝
さ

襲
警
ょ
っ
と
一
賂
?
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、
が
必
要
で
あ
る
し
ま
た
重
量
警
喜
轄
と
す
る
人
間
関
揮
を
き
奇
だ
き
。
学
校
三
と
う
い
う
議
襲
撃
翠
豹
か
け
て
「
痛
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
い
し
言
語
ご
は
な
い

ろ
の
世
相
官
民
主
義
社
会
長
、
人
間
が
も
っ
て
位
論
は
尊
敬
す
る
霊
を
も
っ
と
と
も
明
る
く
、
う
る
お
い
の
あ
る
教
室
組
堺
開
封
〈
ふ
ん
い
き
を
つ
く
る
よ
う
鱗
麟
麟
麟
〆
醐
た
わ
る
よ
主
語
ち
、
と
う
い
う
も
加
に
よ
っ
て
、
よ
り
祭

み
て
、
ょ
っ
も
い
る
毒
性
・
自
発
特
重
量
し
て
、
必
署
員
言
。
一
『
若
者
一
喜
一
し
は
け
れ
ば
な
ら
な
に
努
め
て
い
る
が
、
と
の
酉
に
さ
さ
議
離
鑑
識
額
一
‘
一
小
の
を
大
川
に
し
て
や
り
た
い

a

「

童

君

〈

る

さ

が

可

使

命
霊
の
精
ひ
と
り
ひ
と
り
の
率
的
能
力
を
フ
ル
特
長
害
お
い
て
は
、
人
間
主
ど
と
一
述
べ
た
の
は
と
の
と
と
雲
め
震

2
Aの

環

境

が

よ

り

大

切

と

正

義

議

警

警

的

高

品

家

古

語

」

柔

年

や

や

と

も

す

れ

ば

「

も

の

」

神

ι欠
け
て
い
量
さ
せ
、
ょ
皇
い
も
の
を
剤
治
省
事

2ま
で
し
み
と
お
っ
て
い
っ
た
つ
も
り
だ
。
「
会
議
『
よ
る
の
で
が
マ
ス
コ
ミ
お

L
J
i
-
-
Zま

し
て
き
な
い
る
が
、
ら
わ
れ
や
す
い
。
例
え
ば
日

晶
画
が
あ
る
よ
し
て
い
川
く
社
会
だ
内
誌
は
考
え
て
い
る
て
い
な
い
限
り
、
教
育
作
用
は
成
り
た
晶
、
全
教
育
活
動
を
通
し
て
の
生
徒
指
稿
者
間
っ
て
帯
い
て
や
っ
て
ほ
し
、
;
問
も
で
き
日
い
し
、
日
ん
と
う

ι闘
っ
間
以
の
均
一
日
、
般
か
は
情
閥
、
円
(
み
っ
て
や
る
と
か
、
楢
端
奇
心

う
陀
邸
玄
。
従
っ
て
、
入
室
寄
贈
神
は
民
主
主
た
な
い
。
と
よ
οど
っ
し
、

ζ
ど
も
と
輔
の
徹
底
」
者
指
盟
主
か
げ
て
い
る
小
島
と
の
あ
い
だ
、
選
札
、
て
弘
ま
っ
た
の
だ
が
=
。
ず
か
)
ら
向
上
し
み
つ
奇
心
強
同
な
す

ι、
詰
だ
け
目
指
山

学
号
、
ど
は
轟
社
会
の
童
を
な
し
て
い
る
も
の
だ
ん
生
、
先
生
去
し
、
室
長
な
ど
の
も
、
と
の
ζ
と
を
い
コ
て
い
る
。
高
広
告
れ
い
ピ
咲
い
た
若
切
り
取
護
室
長
，
月
刊
の
芝
で
日
刊
の

T
j州
主
的
主
主
一
調
和

flい
ね
い
。
ま
た
え

の
よ
う
に
指
噂
だ
か
ら
、
と
の
よ
主
社
会
主
主
す
べ
て
の
人
間
震
が
そ
う
な
っ
て
い
亨

b
r人
命
尊
重
の
た
め
、
問
え
ば
っ
て
警
に
き
っ
、
い
ろ
い
み
と
指
も
の
喜
一
つ
山
「
台
、
制
定
主
主
巾
と
れ
て
川
一
の
を
人
バ

MZし
を

え

行

父

母

薬

草

ぷ

し
て
い
る
か
。
う
と
す
る
考
え
方
『
対
し
て
は
、
患
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
差
毛
腕
貴
重
季
語
、
喜
重
管
理
対
策
導
が
あ
っ
た
よ
一
つ
だ
が
、
私
妥
で
は
う
よ
ろ
ζ

ょ
っ
℃
ぷ
e

占
A

i

p
ざ
し
て
ブ
キ
あ
わ
せ
て
い
告
訴
。
で
い
て
い

Gり
な
人
隔
操
か
あ
っ

警
援
も
そ
れ
を
害
す
る
議
え
そ
も
っ
と
と
皇
宮
前
丈
史
襲
名
執
と
協
体
育
費
の
点
検
、
校
舎
組
主
皇
丹
潤
し
て
応
援
か
せ
た
花
を
切
る
こ
?
べ
て
お
の

L設
計

と

む

た

が

、

を

は

、

こ

ど

も

は

三

人

弱

全
菜
、
保
惟
震
な
ど
Fypr

商

議

会

報

と

か

い

っ

て

車

襲

川

副

主

一

て

た

M

M
M釘
庁
自
分
本
設
に
殺
毎
や
す
い
一
粧
品
目
J
U

事
相
、
あ
の
残
忍
な
、
友
人
り
ロ
作
品
切

i

t

砂

語

ゐ

事

期

四

・

ニ

人

ぐ

ら

い

だ

が

二

で

認

。

轄

す

な

ど

の

曹

は

お

き

な

い

と

巴

安

子

総

隣

家

嬢

の

子

ど

も

た

ち

人

家

2
5
5
2
h

う
。
ど
う
も
也
む
ろ
は
、
他
入
の
~
事
故

4

2

q

白

か

。

ζ
の
よ
吉
な
少
子
核
家
族
が
、
掛

は
対
し
て
訟
し
み
の
実
践
か
ち
す
れ
℃
校
生
教
育
課
課
家
庭
教
唱
に
つ
い
と
い
う
が
、
績
も
ま
た
、
小
学
校
低
学
で
は
な
い
か
。
何
か
の
方
法
で
、
家
庭
宵
の
井
欝
『
短
大
な
一
変
佑
を
も
た
戸
口
十

L
る
よ
う
に
時
ず
る
。
と
れ
は
、
お
と
て
。
戦
投
の
烹
族
制
度
の
な
で
ヅ
ラ
年
か
ら
銘
へ
透
わ
せ
て
、
績
の
翼
任
む
と
の
つ
な
が
り
を
と
っ
て
い
く
よ
う
に
と
と
に
な
る
。
祖
父
母
が
関
U
家
庭
げ

な
に
も
ζ
ど
も
じ
も
い
え
る
ζ
と
で
は
イ
パ
シ
]
が
尊
宮
凡
さ
れ
る
よ
れ
J

に
な
り
が
れ
を
し
て
い
る
よ
与
に
感
ず
る
。
小
さ
せ
て
や
り
た
い
。
い
れ
ば
、
と
と
は
づ
か
い
ひ
と
ラ
に
[

捕
な
い
か
と
ぽ
う
が
3

0

信
余
震
内
で
一
望
を
も
っ
ζ
と
か
学
校
四
、
五
年
ぐ
ら
い
ま
で
の
勉
強
な
融
重
お
ふ
た
り
の
お
は
揺
し
は
芸
、
親
が
年
寄
り
に
警
護
ゑ

利
懇
胃
袋
諜
聞
の
安
定
は
、
幼
児
期
一
議
ま
し
い
と
吉
叫
に
き
た
。
そ
の
結
果
ら
母
親
か
い
っ
し
ょ
に
帯
同
町
て
や
れ
る
い
ち
い
ち
む
も
っ
と
も
。
幼
少
の
こ
ろ
で
自
揖
…
の
う
ち
に
蕗
ぇ
、
暑
に
つ
け
広

ま
忙
お
け
る
お
と
な
か
ら
の
露
響
か
大
宮
間
じ
家
に
住
ん
で
い
な
か
ら
、
食
事
の
と
忠
一
え
だ
が
ぞ
う
し
な
い
で
「
お
と
は
、
で
ぎ
る
府
け
親
が
と
ど
も
と
、
つ
れ
る
。
お
や
つ
も
見
路
神
泉
〈
分
け
淑

骨
い
の
で
よ
で
の
と
ろ
の
警
在
大
切
に
時
間
は
び
フ
パ
う
に
な
り
や
す
く
、
食
う
さ
ん
に
聞
き
な
さ
い
」
と
逃
げ
て
し
し
d

勉
強
に
し
て
い
〈
気
持
ち
は
宮
っ
て
、
お
互
い
に
諮
り
奇
異
雪

子
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
こ
の
と
と
に
事
か
す
め
ば
住
人
の
個
室
へ
は
い
っ
て
だ
が
、
大
学
へ
行
く
よ
う
に
な
る
と
、
協
力
す
る
顕
度
が
議
お
れ
る
。
と
号

制
関
連
し
て
、
学
校
教
育
で
詰
問
題
と
し
ま
う
。
と
れ
で
は
需
の
中
は
望
の
し
二

r

専
門
義
的
知
識
で
は
と
て
も
迫
い
つ
が
少
霊
祭
議
選
、
車
に
甘
え
ば

僻

さ

れ

て

い

る

の

目

、

望

号

の

り

集

ま

り

の

よ

う

に

な

っ

て

言

存

議

J
L川

ん

い

て

い

立

も

の

で

は

な

か

ろ

3
5え

る

菱

、

草

委

の
y

m
て

E
5
2
2
2在

し
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
な
三

V
立
川
賞
一
さ
い
先
日
、
あ
る
父
親
か
ら
え
な
は
な
と
し
か
考
え
ら
れ
な
く
奇
ひ
じ

神
的
長
宅
、
中
主
に
な
っ
て
も
ま
が
す
品
。
そ
主
義
主
習
場
を

J

川

総

欝

韓

問

し

を

聞

い

た

e
p吉
際

、

奈

生

は

実

害

者

し

で

も

i

と
い
内

ん
る
で
幼
児
み
た
い
な
さ
ろ
が
あ
る
。
芸
者
在
っ
て
い
く
か
が
、

2
v議
欝
議
機
議
機
倉
の
娘
が
、
現
代
の
こ
ど
も
重
っ
た
本
た
性
格
K
さ
苦
し
ま
う
危
吟
か
守

よ

い

成

繍

を

き

た

め

授

の

去

の

護

教

育

の

一

つ

の

富

で

あ

る

。

務

審

類

縁

喝

朝

そ

を

読

む

き

と

す

す

め

ご

の

る

。

ζ
の
聖
書
の
中
で
の
器

削
を
ひ
そ
か
に
願
主
主
と
こ
ろ
が
あ
も
う
一
つ
の
京
霊
害
事
関
係

232三
ぞ
本
は
故
人
暑
が
相
い
て
お
り
、
ま
が
必
要
で
あ
お
き
も
に
、
学
校
で
品

?

る

ρ

議
室
警
も
っ
と
ど
は
癌
い
こ
中
学
か
一
気
校
に
か
け
て
到
に
反
抗
に
は
片
持
っ
た
き
/
十
以
そ
も
っ
た
人
も
グ
ル
i
ゾ
詰
勧
辛
抱
じ
て
紫
野
中
川

レ
凱
と
で
泣
な
い
に
し
て
も
、
前
か
大
切
な
す
る
よ
う
に
な
る
。

ζ
ど
も
は
?
ぐ
に
苓
弓

ζ
ん
な
と
と
ろ
に
、
と
ど
も
引
い
に
の
で
、
昨
立
し
て
t
M
h

じ
よ
↑
リ
に
い
ひ
と
り
だ
と
い
う
ζ
と
手
出
目
覚
さ
ザ
ー

詰
も
の
が
欠
け
て
い
る
。
「
お
や
じ
は
古
い
よ
」
と
語
草
傾
母
親
串
話
し
相
手
か
ら
除
外
す
詰
寄
っ
た
と
ζ
ろ
、
予
前
売
の
訟
話
刊
さ
つ
に
し
む
け
る
と
と
史
認
。
怖

松
山
山
村
上
た
し
か
に
、
人
身
事
故
を
み
思
表
が
、
「
反
対
だ
が
習
い
つ
の
一
つ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
安
感
そ
も
っ
て
本
小
説
明
の
は
お
か
祭
実
で
一
弘
犬
と
し
て
の
白
川

副
闘
で
も
「
ま
た
や
っ
た
を
と
恕
う
程
変
て
い
る
気
持
ち
は
わ
か
る
」
と
い
三
重
艇
が
こ
ど
も
の
料
控
室
し
い
と
以
諭
し
て
き
た
。
い
い
と
と
白
書
め
る
と
と
主
話
さ
れ
て
い
る
」

噛

λ

に
し
か
感
じ
な
く
な
っ
て
い
る
。
契
し
う
な
と
が
ち
え
方
が
ほ
し
い
。
次
元
が
遺
ら
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
と
ど
も
は
い
っ
て
い
る
と
辱
む
し
た
J
て
と
で
、
と
述
べ
、
集
磁
の
一
討
と
し
て
の
一
手

間
制
い
音
響
語
い
て
議
す
る
よ
主
も
う
と
い
っ
て
簡
単
に
解
決
し
て
ば
か
わ
雪
パ
カ
に
は
し
な
い
と
号
。
訟
は
い
む
つ
の
帯
主
主
っ
て
い
る
人
い
害
警
も
た
せ
、
護
者
る
舶

の
曹
の
が
ほ
し
い
。
と
れ
は
、
文
明
白
発
速
い
る
と
、
双
方
が
普
起
で
あ
っ
て
も
、
そ
う
者
え
た
く
な
い
α

う
ち
の
ζ
ど
も
が

J
〉
、
九
的
見
山
を
す
る
も
の
だ
と
伎
を
長
う

ιと
の
必
訟
を
説
い
て
い

齢
制
社
会
の
ま
に
よ
コ
て
開
閉
が
忙
し
す
翠

J

対
立
の
富
忙
な
っ
て
い
る
ζ

と
は
一
く
や
し
く
て
も
親
は
き
れ
な
い
引
し
れ
主
に
お
い
て
続
む
き
に
の
は
こ
の
故
で
あ
る
。

泥
ご
一
、
ぎ
て
各
人
の
心
に
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
が
荒
川
外
浮
世
い
の
で
は
な
い
か
。
ど
と
い
っ
て
い
る
@
私
は
、
と
と
も
と
い
い
な
お
し
た
ら
、
息
4
つ
も
す
解
し
こ
と
し
も
、
十
の
公
民
間
で
寧
察

払
村
て
包
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
社
整
親
と
干
の
話
し
合
い
の
時
間
の
主
は
大
言
し
て
や
り
た
い
と
思
た
」
と
e

社
会
教
室
長
も
い
っ
た
よ
背
高
高
設
す
る
の
て
と
つ
い
広

畳
間
会
的
窓
軍
曹
に
E
ま
る
も
の
か
多
い
よ
が
邦
起
し
て
い
る
ζζ
は
考
え
ら
れ
ろ
。
夜
お
そ
く
ま
で
勉
強
し
て
い
た
か
う
に
、
い
た
グ
ち
に
敬
越
し
な
い
で
、
点
の
研
抑
引
を
ヤ
八
い
r
H進
め
て
ほ
し
い
。

識

う

で

心

配

な

と

と

だ

。

市

J

ま
た
、
話
し
合
い
の
内
幹
に
お
ら
、
務
は
学
校
に
お
く
れ
な
い
範
関
内
「
お
と

3ん
は
き
考
え
た
」
と
い
-

霊
長
事
芝
府
警
と
お
し
て
監
か
あ
り
そ
う
だ
。
と
れ
は
先
生
か
ら
で
桂
か
せ
て
お
い
て
や
ろ
う
と
思
一
ぺ
う
と
ζ
ろ
ま
で
も
っ
て
い
三
持
カ
そ
し
聞

の
情
豊
意
義
で
も
取
り
あ
げ
て
お
慌
き
し
た
ζ
と
だ
が
、
織
が
一
ナ
器
そ
の
た
め
若
者
食
事
は
バ
ラ
バ
ラ
て
や
り
た
い
も
の
だ
。
霊
は
青
年
の

い
る
が
、
守
校
外
で
宗
教
的
情
揮
を
聾
し
か
け
る
ζ
と
ほ
の
申
で
最
も
多
い
の
で
、
沢
人
で
回
引
に
芯
る
が
や
む
を
え
特
徴
で
、
少
し
ぐ
ら
い
反
抗
が
な
い
よ

う
機
会
か
乏
し
い
こ
と
が
問
題
で
は
な
は
「
勉
強
し
た
か
」
「
と
は
ん
だ
よ
」
な
い
と
考
え
て
い
る
。
う
ち
で
は
朝
貴
う
で
活
困
る
が
、
反
抗
と
い
う
よ
り
は

rだ
る
つ
一
か
α

欧
米
で
は
、
宗
教
が
学
と
い
う
こ
と
で
「
き
ょ
う
学
校
で
ど
ん
タ
世
は
家
族
い
っ
し
ょ
に
し
て
い
る
と
輯
智
と
甘
え
の
揚
合
も
か
な
り
あ
る
の
(

校
の
外
で
人
ひ
と
作
品
憶
を
教
え
て
い
な
勉
強
な
し
た
か
」
と
い
う
よ
v
つ
な
話
い
う
お
は
な
し
を
照
く
と
、
私
の
読
の
だ
か
出

i
。

る
が
、
わ
が
留
守
一
は
、
と
れ
を
ど
弓
捕
し
A

甘
い
に
沢
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
場
合
、
話
し
合
い
の
揚
が
足
り
な
い
か
;
動
わ
や
む
を
脅
す
に
、
同
l
ト
タ
イ

う
か
と
い
う
ζ
と

に

な

る

。

っ

た

。

と

思

巧

um--
ゲ
パ
捧
を
ふ
る
う
学
生
ム
で
一
働
告
に
出
笠
れ
る
お
か
品
さ
ん
が

小
さ
な
と
と
だ
が
、
家
庭
で
魚
や
小
近
と
ろ
の
子
ど
も
は
親
を
軽
損
す
る
た
ち
は
家
庭
の
曜
か
さ
を
知
ら
な
い
の
た
は
、
ヵ
ギ
v
子
に
な
る
と
ど
も
の
録

四
月
一
一
一
十
六
司
市
庁
舎
第
一
一
応
援
議
に

P
T

瓦
白
役
員
の
方
が
た
を
招
い
℃
、
数
育
長
記
臨
ん
で

距
離
告
が
闘
糧
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
吉
告
に
諸
表
さ
れ
た
「
昭
和
四
十
四
年

度
平
塚
市
教
湾
番
員
会
の
施
揖
の
襲
伎
に
も
と
ヲ

れ
て
、
次
代
を
に
本
フ
と
ど
も
た
ち
の

pr自
の
新
し

い
続
編
の
趨
震
を
市
民
の
み
な
吉
ん
に
広
〈
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
モ
白
代
衰
の
万
が
た
と
の
座
談
会
を

も
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

誌
の
内
容
も
、
知
泥
教
資
暗
部
癒
教
宍
学
校
経

営
の
近
代
化
に
つ
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
疲
興
、
給
食

問
題
、
学
校
建
護
、
公
民
組
問
梧
動
、
寸
〈
化
財
と
南
町
俗
♂

資
料
!
新
間
四
番
鱈
の
活
再
劉
む
あ
白
方
な
と
平
援
の

審
議
ら
い
て
踊
手
、
充
裂
し
た
蓄
に
及

ん
だ
。と

ζ
に
、
モ
む
接
約
在
一
掲
載
し
て
、
市
民
の
み
な

さ
ん
と
と
も
凡
わ
が
町
の
噛
宵
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
闘
う
。

骨
骨
盤
持
は
革
業
判
官
札
完
全
に
は
間
に
あ
え
は
な
い
。
全
費
の
中
か
る
教
職
員
の
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駅前広揖改樺工輯・ご存知田駅南吉広場の下{こ地下濯をつ〈ろうという工事.44牢塁買
いワ1まいで家事害工事ができ上るというから、来年目4月以時{立稿用で昔そう。
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繭対雲表・①3召43 ・ 11 ・ 1~44 ・ 4 • 
30までにさEまれた指ちゃんは E接

種〉。軍昭42・11・1~43 ・ 4 ・ 3 0 
Bまでに生まれた子と43年秋に第1
拐の接種空終えている子 (1回接

種).(ζの接種は、夜しよう風も古〉。

盤巡飽酒器 (1図自)

8月18日 金自公民館土屋公民館

(/ 19白 盟国公民館金自公民館

ク 20臼岡崎公民館域島公民館

(/ 21日旭公民タ宮 古れ住民館

。 22日 神田公民町松原公民龍

v 23日 富士見公民館

(/ 25臼 !日間之閤公民間

• 26日 大 野 公 民 館 槙 内 気 会 場

" 27日中原公民館
。 28臼 須 賀 公 民 館 花 水 公 民 館

1/ 29日 見附台武道場

調巡回烈程・ (2密自)

調文す揖・①第3期・・来年4
学児。@三種混合・・ 8月に

③ジブテHプ(第3期)昭39・4 • 
2~39 ・ 4 ・ 1 まての出生者。

9月 8日金百公民館土星公民館

" 9臼盟国公民舘企臼公民揺

" 10臼間崎公民需蹴島公民館

.. 11尽旭公民間 吉沢公民館

。 12日神田公民館松原公民館

ク 13日 露士見公民館

。 16日 i日間之自公民館

金問公民館

件月12日九日公民鰐 宮沢公民館

。 13白 書富士見公箆館

。 14日中原公民館

?- 15Eヨ 揖 島 公 民 館 庶 崎 公 民館

豊田公民館

1/ 178 其 土 公 民 館 核 内 祭 会場

南原公民館

1/ 2:'日神田公民館

ク 26日大野公民館松原公民館

11月278 花水公民館

。 288 須賀会民館

。 29臼 見附台武道場

12月 1日 i日四之笛公民主宮

務対韓. (鍔1期)昭和44.3.1 ~ 
44. 8. 31臼までに生まれた揖ち φ

ん、〈第 Z期)昭38. 4. 2~39. 

4. 1に住まれた赤ちゃん、 {来年

4月の入学児〉

額巡回毘混(接穣S)

12月 2日金自公民符土屋公民館

。 3日旭公民保信肝公民間

。 4日 富 士 見 公 民 館 開 崎 公民

館

。 う白金照公民怨姫島公民怒

横内集会場

。 8日 重畳間公民館

" 9臼大野公民館

v 10日松原公民~

(/ 11日神田公民館

。 12日 中原公民館 完合立君主主

ク 13日須賀公民館花京公民 館

(/ 15Eヨ !日四之宮公民館

額巡回a程・(捜査呂)

11月 8白金自公民館土E罷公民唱

" 9日旭公民館笥沢公民怨

.. 10日溜士見公民館岡崎公 民

館

• 11尽金田公民館肱民公民館

横内盛会場

" 1ぅ臼 盛田公民館

ク 16日大野公民館

" 17日松原公使館

(/ 18臼神沼公民怨

夕 刊日中野ぷ民館見附台武混

1.:，，':) 

4- 20日須賀公民館花水公民鶏

" 22日間四之宮公民館

f点 、

議官7

題盟湿器謹盟謹糠護霊覇醸輯購輔講義範議議議議援総讃融滋趨

額対書提(1回自〉昭44・1• 1 ~44 
・6・30までに生まれた車ちゃん@

(2図自〉昭43・7'1 ~43 ・ 12

・31までに生まれた蔀ちゃん。(モ

の他)-d"憧18か月未満子のでいまま

でに 2回E投与をうけていない子。

10月168 溜公民館土沢中学校

1/ 17白 金包公民館中原公E号館

ク 18日富士見公民館松原d去民

館

9月188 松原公民館

。 198 輔内銭会場

。 248 富士見公民館

" 25臼花水公民館

" 26日須賀公民館

c，- 278 1日間之宮公民館

9月 17日大野公民館構内主会昆

1/ 18日中原公民館

" 19日須賀公民館花刀公民館

" 20日見附台武道J脅

(3屈め巡間a程〉

9月29日韓自公民館士:lC:公民館

(/ 30臼 豊田公民虫官金田公民館

10月 1臼問時公民館域島公民館

。 2日組公民館 活れ公民館

ク 3日 神田公民館松原公民主宮

" 4臼 富士見公民館

" 6日 !日四之菖公民館

ク 7臼大野公民館横内笠会t:5

4シ 8日中原公民指

。 9臼須賀公民館花水公民1:0
" 11日 見的台武道潟

衛生主諜は、.44年桂期 (7 月~12
月}の新防接種カレジダ」空発置し

た。結核瞳康診断、百日ぜき・ジブ

テ V7・五置しよう箆の三種混合、帯

施相談、小児まひ生ロクチジ、イジ

フルエY;J'、種療の各予防接種など

が組み込まれている。この臼程は、

今後毎月の広報紙でも重ねてお知ら

せするほカヘ予抗接種のあるつ丘、

毎日の広報無謀放送、有融政送な旦

でも予告する。対韓者が残らず受け

るよう心がけてほしい。

腫時間・予防疫種は各会読とも、午

後 1時 30分から午控3時まで。

臨必醒 A 予防護種には4予防接種手

綬〉在。

観主す畢・①生後 6 t月以上の人でい

ままでに 1[9]も接種していない人

は回接種)宮毎年援種しτいる

入 (1回接種)

輔巡回自程 (1回目)

ゐ月19日(木〉 蹴島公民館

? 20日{金) 厨崎公民館

t/ 21日(土) 豊田公認錦

。 23日 (月) 高二と公民鱈

.. 24日(火) 須賀公民館

.. 2:'日(水〉 見附台武道場

( 2 関目i控室~a 稜)

6月26司(木) 披島公民鰭

v 27臼(金) 罰崎公民館

" 28日{土〕 豊田公民館

.. 30日{月) 真土公民館

7月 1自(火) 須賀公民館

.. 2日切て) 見終台武道j君

日間同訟の急患を救うため、平塚

市医師会は東髄選融在舗に交代診療

制度を申し合わせている。

盤護軍1・第3臼曜日を南側の犀院

畿第2・車4臼曜日は北部jの医院が

原開jとして診間二百ずることになヨ

ている。 r原則であって都合により

変更もある。呂隅日はあくまでf税金

冠であり、金額は繋;車患者に競売j

とされている。

臨フセ済構続 (32居1950)
爾平嫁市民揖践 (32馬0015)
額百寄生金構続 (31底知ぢ20)
麓杏議室霊簡腕 (21宮正1346)
盟意図構践 (21局υラ70)
覇永瀬構続.......... (21威 911)

盤対韓・ 2麓以上の者で必ず2悶続

けて接種

競巡節調程・{一回晶)

11月 4白金自公民館土&;公民館

金田公民館

5日地公民館吉沢公民館

6日 富士見公民包

7臼中原公民館

8白域島公民館関腕主民館

呈菱自主主民館

IJ' 10日高士公民館描内集会湯

南原公民館

タ 18白神間公民館

。 19日大野公民館松原公民館

ク 20日花水公民館

。 21日須賀公民間

。 22日 見附台誼道場

タ 24沼 !日沼之宮公民館

(2自由巡鐙毘程)

式ニE草公民館

。，h
y

F

タ

タ

g題対車・生後5か月から107)¥月まで
の乳児

額巡回自穣

9月 1日 岡崎公民対こ土屋公民館

.. 2臼金田公民館

" 3日 域 島 公 民 館 吉Tc公民空宮
ク 48 呈華街公民館

t- 58 金自公民館

ク 6日中原公民館

ク 98 南原公民館

。 10回 東中盟主公民諮

(/ 11日 活公民宣言

'y 12臼真土公民館

" 138 大野公民館
ク 16日 神田公畏館

" 17日銭苔公民摺

織対車・②市内に居住する満6議 以

上のもの(学生、勤め人を除く}

〈午前午後〉

7日9日向崎公民館蹴島公民館

" 108 南原ク 東海大学

.. 11日金田公民館豊田公民館

。 12日腰高内

ク 14日 北金回寄年金空官金包屋建

協

!t 1ラ臼片照集金窃金呂公民館

1/ 16日土屋公民館吉'R公民館

" 17日揮滋器会埼旭 9

.. 18日根坂間英会均上万回 集

会場

(/ 21日横内集会宮大神公民 館

(/ 22自 神亙農協神沼会民館

.. 23臼中原公民館中原公民 館

" 248 I日 四 之 館 公 民 邦 大 野公

民館

'" 25日 平主主慌躍所春日神社

[
苧
議
〕
ヰ
代
が
み
人
形
講
沼
会
に
捗
加
需
望
者
を
去
十

花
京
一

t

山
入
車
饗
し
て
い
る
。

6
月
幻
臼
ま
で
に
花
木
公
民
援
へ
。

講
習
会
は
6
月
お
呂
、

7
月
2
、
9
日
の
一
一
百
間
で
講
師
は
宇
山
理
民

門
車
涼
式
合
〕
花
水
公
民
間
で
、
卓
球
大
会
主
ゐ
月
幻
百
(
臼
)
に
花

戎
小
部
胃
袋
」
問
権
ず
る
。
種
目
は
開
悼
戦
・
惜
入
戦
究
部
位
戦
は

一
自
治
会
一
チ
ー
ム
、
冊
人
戦
は
男
2
人
、
女
2
人
で
一
回
位
戦
に
害
訴

し
は
い
人
w

ふ
る
っ
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

門
苦
い
ミ
セ
ス
の
教
護
〕
憧
聞
な
ζ
ど
も
を
首
て
よ
う
と
題
ず
る
若
い

ミ
セ
ス
の
教
室
主
花
木
公
民
需
ホ
ー
ル
で
開
健
ず
る
。
内
容
・
①
貴
生

活
と
栄
盤
(
&
G

同
封
幻
臼
)
①
家
…
時
計
画

(
7月
叩
日
)
③
ζ

ど
も
の
保

健

(
7
月
時
日
)
申
し
込
み
は
、
公
国
内
館
へ
6
月
辺
日
ま
で
に
。

泥
水
生
時
虫
干
忽

6
月
山
日
(
名
、
生
意
該
「
イ

y
ス
タ

yト

賞
品
と
際
化
物
』
秒
一
一
開
催
す
る
固
悲
加
申
し
込
ぷ
出
入
ま
で
。

1iz
〔
捕
人
パ
レ
i
ポ
i
ル
]
地
俣
の
主
婦
を
対
設
に
捕
へ
ハ

r
:
レ
1
ポ
ー
ル
講
習
会
を
6
月
引
日
大
野
小
校
躍
で
開
催
す

る
。
運
動
の
で
き
墨
服
装
で
害
加
を
1

。

し
れ
門
都
議
婦
人
学
級
生
を
募
集
中
(
生
需
の
知
恵
空
中

f
h
心
に
8
問
実
施
予
定
)
ま
た
、
ま
岳
民
歌
山
部
一
の
事
加
者
事
集

中
、
い
づ
れ
も
お
月
上
旬
箆
掃
す
る
予
定
。
梧
要

dmH固
ま
で
に
。

門
弼
づ
く
り
〕
さ
る
5
一
月
幻
呂
、
菊
づ
ぐ
日
日
講
沼
会
主
開
催
、
十
一

月
白
事
花
肢
に
そ
な
え
て
、
沼
人
の
愛
評
家
が
参
加
、
好
評
だ
っ
た
e

J
j
J

門
部
力
測
定
合

6
R
m
R
公
民
話
で
は
、
お
才
1

:tz山
田
才
ま
で
の
地
区
白
人
主
対
象
に
捧
力
関
定
告
を
開
催
す

る
。
漣
動
の
で
き
呂
服
謹
で
、
参
加
し
て
ほ
し
い
と
呼
び
か
け
て
い

る
.門柱時

λ

一
ダ
ジ
ス
〕
躍
週

金
摺
日
、
一
夜
。
時
か
ら

社
記
ダ
ン
ス
講
同
会
主

開
催
し
て
い
る
。
時
望

者
は
、
松
原
公
民
悩
ま

で。

この揮は、帯主主箆館主事の

協力によって援聾している

』

E
P

門
偉
背
穴

け
山
金
〕

6
月
初

日
(
包
)
須
賀
ハ
〈
民
謡

主
催
の
第
七
沼
港
地
区
懸
命
樟
背
大
会
を
跨
出
陣
す
る
。
腫
屈
は
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
・
卓
球
が
太
拝
中
書
館
、
陣
キ
閑
談
話
甫
臨
席
公
開
F

3
yド
で
そ
れ
ぞ
れ
跨
催
ず
る
。
揖
技
は
自
治
会
対
討
で
あ
る
。
ま
た

問
じ
日
の
お
回
、
第
二
回
港
地
区
青
少
年
断
部
競
部
大
会
主
将
州
南
粍
内
師

会
闘
で
関
〈
。
港
地
区
の
J

小
学
校
高
学
年
と
中
学
生
が
対
語
。

一
配
聞
〔
生
活
学
校
〕

5
月
目
白
量
定
し
た
金
回
生
事
枝
は

「
i

6

月
刊
自
『
襲
と
懐
疑
』
の
テ
ー
マ
に
ぺ
金
国
公
民
両
隔
で

什
語
学
夜
を
開
〈
。

…
。
古
川
門

7
3
1デ
ザ
イ

y〕
吉
沢
公
量
産
六
月
下
旬

側
室

i
、i

フ
ラ
ヲ
1
デ
ザ
イ

y教
室
を
開
催
す
る
。

“

3
j
H
〔
お
知
ら
せ
〕
マ
ひ
と
も
じ
会
・
娯
醤
公
開
抵
で
は
、
地

購
曹
"i

ぽ
の
掃
人
世
対
韓
に
、
掃
人
宅
筆
学
融
吋
ひ
と
E
U会

を
、
部
遺
金
曜
沼
山
口
時
か
ら
曲
開
催
し
て
い
る
。

ヤ
社
夜
ダ
ジ
ス
誘
習
金
・
智
い
入
者
対
象
に
1

揮
遊
水
閥
日
夜
6
時
国

分
か
ら
司
社
境
ダ
ン
ス
講
習
会
』
を
開
媛
じ
て
い
る
。
と
り
機
会
に
あ

な
た
も
ど
っ
ぞ
。
ま
た
!
器
月
一
回
調
鎧
じ
て
い
る
『
単
一
禁
講
暫
金
』

を
6
月
同
日
に
開
催
し
た
。

〔
モ
デ
ル
デ
ッ
サ
ン
会
〕
平
揖
実
情
協
会
と
会
民
館
ず
世
の
モ
チ
ル
デ

ッ
サ
ン
金
者
次
の
と
お
hu開
催
す
る
。

7
8
月
9
白
、
日
日
H

!

?
崇
醤
公
民
均
マ
対
象
・
市
民
な
ら
だ
れ
で

も
す
申
し
込
み
・

7
月
問
自
か
ら
白
日
ま
ぜ
に
公
序
館
へ
.
(
間
人
)

守
会
費
翼
授
。

特
に
初
心
者
を
歓
迎
す
る
自
で
、
ど
っ
ぞ
阜
め
に
J

は.. . . . . 

錫申し込み・昭和44年 4月21良から

8 J'l30 Elまてユ
霊童受け付け. r住宅金融公康受け付

け取り扱いi詰iJ と表示

した金融機潟等へ。

態けしはアヘシの原料にな U、一
般の人が栽培する ζ とは禁じら

れている。

穣植えてわるいけしの特徴

。議{ま患っfまい線色である

。〈さきが京〈、 しっか坦している

O寝はふち由窃れ込み炉浅い

。薬のつけ援がくぎを怒さきこんでいる

。花田色i玄白・紅・紫で一重量."，軍軍属が晶る

と出ようなケシをみつけた入i立衛生務へ



人口総数

t生帯ク

市域部購

入口密度

前月比世帯増

人口溜

市街地 75，464人C19，748t世帯〉
大野 35，848ク 8，332d-)

豊田 2，872.y ( 688，:..) 

神田 11，6剖ク( 2，983'少〉
描島あ1唱ク~ 453，シ〕

照時 2，292<ン( 522t-) 

金田 3，474ク( 861~) 

1lll 10，206タ( 2 ， 496~シ〉

土沢恥035t- ( 7749) 
金目 7，566ク( 1，712ク)

(44.5 1現在E)

抱
一
千
一
一
一
言
平
方
討
を
、
漉
刊
比
蕩
役

な
く
し
づ
つ
あ
る
こ
と
E
達
ヘ
プ
レ

ぜ
ジ
ト
し
た
も
の
で
、
以
前
か
る
蝿

ロ
附
随
収
な
と
在
し
て
、
プ
ラ

y
コ
や

花
壇
、
バ
レ
l
「一
i
ト
も
つ
く
っ
た

ま
っ
た
く
臼
主
的
な
乙
ど
も
白
ハ
ム
顕

で
あ
る
。

翻
東
海
究
室
典
額
融

い
る
@

私
の
家
hu便
捕
の
位
置
が
値
い
せ

い
暫
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
渡
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取
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ち
ま
わ
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に
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っ
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る
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援
措
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流
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込
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、
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っ
て
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っ
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ハ
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泌
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冨
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フ
超
過
額
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た
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騨
よ
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毎
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十
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台
風
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一
揖
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ま
ず
。
乙
の
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ポ
し
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収
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ま
す
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摺
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滋
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台
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台
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免
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。
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な
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。
そ
の
尿
庖
と
も
な
る
べ
き
親
強
い
入
閣
は
な
い
も
の
で
す
。
子

子
関
訴
に
お
い
て
は
‘
母
親
よ
D

ど
も
が
し
た
が
Q
と
と
を
舗
が
代

む
し
ろ
父
親
に
時
間
緩
が
あ
る
よ
う
行
し
て
や
っ
て
は
穿
を
つ
宇
ん
で

で
す
。
特
に
溺
議
と
扇
従
で
、
ひ
し
章
つ
の
で
す
。
著
番
え
に
時
間

と
P
む
ず

F
6た
め
に
か
わ
い
く
が
か
か
P
学
校
へ
連
れ
る
寺
フ
な

て
知
ら
ず
知
ら
ず
め
円
に
C
ま
G
ζ
と
が
あ
る
と
]
づ
い
手
を
函
し

ま
と
役
話
を
ぞ
き
語
倒
を
み
て
や
た
〈
な
っ
て
し
ま
っ
と
患
い
ま
す

る
よ
つ
に
な
っ
て
主
っ
た
の
で
が
、
徐
々
与
を
ぬ
い
て
い
〈
心

は
な
い
か
と
怒
い
ま
す
。
そ
の
上
構
え
が
必
要
で
、
子
ど
も
自
身

公
尊
由
裂
で
一
母
親
が
し
た
が
っ
て
が
、

ζ
れ
で
は
い
け
な
い
と
気
づ

し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
〈
ょ
っ
に
仕
向
は
で
い
っ
て
く
だ

ま

す

。

さ

い

。

親

と

」

J
P
Z
白
長
期
戦
ゼ
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